
令和２年度 八代市立博物館未来の森ミュージアム 活動記録 

 

ア 展覧会活動 

＜１＞春季特別展覧会「武将の備え―八代城主松井家の武器と武具―」 

中 止 令和 2年 4月 24日（金）～6月 7日（日）予定     

＜２＞夏季特別展覧会「やつしろ美術動物園２～博物館に動物がいっぱい～」 

  中 止 令和 2年 7月 17日(金)～8月 30日(日)予定       

＜３＞秋季特別展覧会 八代の歴史と文化 30「釈迦院と九州肥後の天台信仰（仮）」  

  中 止 令和 2年 10月 23日(金)～11月 29日(日)     

＜４＞冬季特別展覧会「笠鉾大解剖３－蘇鉄と西王母－」 

  会 期 令和 3年 2月 5日(金)～3月 21日(日) 開催日数 39日間 

  入館者 1,118名〔有料入館者 557 人 無料入館者 561人（中学生以下 121人）〕 

講 座 特別講演会 1回 参加者 30名 
 

＜５＞特別展中止により代替となる企画展を開催 

（１）企画展「八代焼の技法と近代の八代焼（高田焼）」  
会 期 令和 2年 5月 12日（火）～6月 7日（日）  

会 場 第二常設展示室    

入館者数 173人〔有料入館者 118 人 無料入館者 55 人（中学生以下 11 人）〕 

（２）「未来の森ミュージアムコレクション 知られざる肥後の絵師」 

会 期 令和 2年 10月 13日（火）～11月 29日（日） 

会 場 特別展示室        

（３）「鳥居家資料－芦北惣庄屋の家に伝来した資料－」 

会 期 令和 2年 10月 20日（火）～11月 29日（日） 

会 場 第二常設展示室       

 

 

 
 

 

 

 

 
 

＜６＞常設展示活動（第１常設展示室・第２常設展示室） 

第１常設展示室（各コーナーを２～５期に分け展示替え、延べ 30回、新規 10） 
考古（出土遺物が語る八代の古代・弥生時代から古墳時代/瓦からわかる麦島城・八代城）、古文

書を読む（関ヶ原合戦と肥後/死を伝えることば/古文書の中の「酒」/武家と馬－出陣から贈答ま

で―/細川家・松井家の公儀普請）、 信仰のかたち（釈迦院の歴史と仏神像/八代の仏像・仏具）、

金工（肥後鐔の世界Ⅰ象嵌の技／肥後鐔の世界Ⅱ透かし鐔の魅力）、八代焼（在銘の八代焼／動植

物文様の八代焼/文房具と香炉／祝いの飲食器）、民俗（一間羽子板／妙見宮の絵馬／亀蛇の競演

／むかしの道具／笠鉾のヒミツ）、 和紙（さまざまな和紙の用途/切組灯籠／和紙作りの道具／絵

奉書いろいろ/千代紙）、 米作りの道具（通年）、写真家麦島勝の世界（農村四季／球磨川と不知

火海／街風情／祝い事とまつり） 

 

第２常設展示室 （館蔵品および松井文庫所蔵品による企画展、延べ５回、新規１） 
・松井文庫Ⅰ「松井家の江戸参府」  6 月 9 日（火）～7 月 19 日（日） 

・松井文庫Ⅱ「描かれた妖怪たち」   7 月 21 日（火）～8 月 23日（日） 

・松井文庫Ⅲ「能面・能装束」    8 月 25 日（火）～10 月 18日（日） 

・松井文庫Ⅳ「屏風絵の世界」    12 月 1 日（火）～1 月 31日（日） 

・新収蔵品展「ある商家のコレクション―書画と掛袱紗―」 3 月 23 日（火）～4 月 18日（日） 

※10月 13日～11月 29日まで市内在住者・市内へ通勤・通学者の観覧無料を実施 

期間中入館者数 1,739人〔有料入館者 383 人 無料入館者 1,356 人（中学生以下 489 人）〕 

 



■講座・講演会活動 

 

(4) 外部への講師派遣  

 日 時 依頼者・対象 派遣先 講座内容・講師 参加人数 

6月 30日（火） 

8：35～12：15 

宮地小学校 5・6年生、

第八中学校 1年生 
八代神社 

「宮地学 妙見宮と妙

見祭の歴史①」（山﨑） 
12名 

7月 10日(金) 

11：00～11：50 
八代中学校 1年生 八代中学校 

「八代学 八代の歴史

と文化」（山﨑） 
80名 

7月 15日（水） 

14：15～15：05 

宮地小学校 5・6年生、

第八中学校 1年生 
八代神社 

「宮地学 妙見宮と妙

見祭の歴史②」（山﨑） 
12名 

10月 4日（土） 

10：00～11：30 

みんなで残そう、球

磨川流域文化遺産プ

ロジェクト実行委員会 

坂本町藤本地

区館 

 

「相良の殿と流浪の宝

～大門観音堂と薬師堂

の仏像と鰐口」（石原） 

50名 

10月 21日（水） 

12：00～13：30 

八代ロータリーク

ラブ 

セレクトロイ

ヤル八代 

「知られざる肥後の絵

師」（石原） 
66名 

10月 28日（水） 

10：00～11：30 

五木村文化財保護

委員会 
五木村役場 「仏像の見方」（石原） 23名 

11月 10日（火） 

13：30～15：00 

熊本さわやか大学

校八代校 
八代市公民館 

「八代の歴史と文化―八

代城と城下町―」（南浦） 
17名 

11月 25日（水） 

10：25～12：05 
高田小学校 4年生 高田小学校 

「妙見祭について調べ

てみよう」（早瀬） 
57名 

12月 8日（水） 

11：50～12：40 
第八中学校 3年生 第八中学校 

「宮地和紙の歴史と八代の

製紙産業について」（早瀬） 22名 

 

■主な調査事業  

・松井文庫所蔵古文書調査事業を継続して実施｡  古文書 202通を調査 

・『松井文庫所蔵古文書調査報告書 21』の刊行準備 

・令和 2年 8月現在、7,468通の調査、3,368通の解読を終了 

・鹿子木家文書約 2,500点（令和 2年度寄託）について、整理、クリーニング、調書の作成、 

写真撮影を始める。 

 

■入館状況  開館日数 253日間 

  入館者総数 8,995人（有料入館者 2,127/小中学生 2,340人/4,528人） 

 

■貸会場   

 ・6団体が利用  延べ入場者数 4,611名 

日時 内容 講師 参加者 

2月 14日(日) 
冬季特別講演会「笠鉾のヒミツに

迫る！～笠鉾蘇鉄と西王母を中心に～」 
早瀬輝美（本館学芸員） 30名 

2月 21日(日) 
子ども体験講座「勾玉作りに挑

戦してみよう！」 
宮原江梨（本館学芸員）ほか 17名 

2月 21日(日) 
友の会会員限定体験講座「勾玉

作りに挑戦してみよう！」 
宮原江梨（本館学芸員）ほか 14名 

毎月第 3土曜日 

9～12月 
古文書講座上級編 蓑田勝彦（古文書の会主宰） 延べ 41名 


